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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6 r.10.0）

6-39,83

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）区画間の流動
（新）区画間・区画内の流動

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6-9 r.10.0）

44,90

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6 r.10.0） 6-39

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）１次系内核分裂生成物挙動
（新）１次系内核分裂生成物挙動（以下「１次系内FP挙動」という。）

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6-9 r.10.0）

44

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6 r.10.0） 6-39

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）原子炉格納容器内核分裂生成物挙動
（新）原子炉格納容器内核分裂生成物挙動（以下「原子炉格納容器内FP挙
動」という。）

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6-9 r.10.0）

44

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6 r.10.0） 6-52

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）燃料頂部から4.25m（通常運転水位（以下「NWL」という。）－
3.37m）
（新）燃料頂部から4.25m

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6-9 r.10.0）

60

同上

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6 r.10.0） 6-59～68

第6.2.1表の記載を最新化しました。

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6-9 r.10.0）

67～72

同上

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6 r.10.0） 6-79,82～86

記載を付録３に合わせて適正化しました。

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6-9 r.10.0）

83,89～93

同上

有効性評価 6 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本的考え方
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

13

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6 r.10.0） 添6.2.1-1

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）圧力の過渡応答図の記載を以下の取り扱いとしているが
（新）圧力の過渡応答図の記載を以下の取扱いとしているが

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6 r.10.0） 添6.3.1-20,21

添6.3.6-17

原子炉補機冷却水系への通水確保(海水)に使用する可搬型ホースの接続口の
設計変更に伴い、実績時間を修正しました。

15

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6-9 r.10.0）

添6.3.1-20,21
添6.3.6-17

同上

16
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6 r.10.0）

添付資料6.5.7
資料全般、記載の適正化、資料間の整合を図りました。

17

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6-9 r.10.0）

添付資料6.5.7

同上

18

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6 r.10.0） 添6.5.7-8

初期水位の記載を想定事故１の初期水位の記載見直しに伴い見直しました。

19

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6-9 r.10.0）

添6.5.7-8

同上

20

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6 r.10.0） 添6.5.8-1

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）■解析条件の差が解析結果及び事象進展に及ぼす影響
（新）■解析条件の差が解析結果及び事象進展に及ぼす影響（別紙１、別紙
２）

21

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6-9 r.10.0）

添6.7.1-1

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価フロー
（新）解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価フローについて
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.1 2次冷却系からの除熱機能喪失（SAE711 r.12.0） 7.1.1-7,26

以下の記載を見直しました。
(旧)主給水流量喪失が発生するもの
(新)主給水流量の喪失が発生するもの

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.1 2次冷却系からの除熱機能喪失（SAE711-9
r.10.0） 10,43

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.1 2次冷却系からの除熱機能喪失（SAE711 r.12.0）

7.1.1-21,22

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）重大事故等対策時に必要な負荷は，ディーゼル発電機の負荷に含まれる
ことから，
（新）重大事故等対策時に必要な負荷は，設計基準事故時に想定している非常
用炉心冷却設備作動信号により作動する負荷に含まれることから，

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.1 2次冷却系からの除熱機能喪失（SAE711-9
r.10.0） 37

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.1 2次冷却系からの除熱機能喪失（SAE711 r.12.0） 7.1.1-24,25

重大事故等対処設備（設計基準拡張）の識別を見直しました。

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.1 2次冷却系からの除熱機能喪失（SAE711-9
r.10.0） 41,42

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.1 2次冷却系からの除熱機能喪失（SAE711 r.12.0） 7.1.1-32

以下の記載を見直しました。
(旧)本重要事故シーケンスにおける重大事故等対策時に必要な要員数
(新)重大事故等対策時に必要な要員数

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.1 2次冷却系からの除熱機能喪失（SAE711-9
r.10.0）

49

同上

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.1 2次冷却系からの除熱機能喪失（SAE711 r.12.0） 添付資料7.1.1.12

電源負荷評価を追加しました。

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.1 2次冷却系からの除熱機能喪失（SAE711-9
r.10.0） 添付資料7.1.1.12

同上

有効性評価 7.1.1 ２次冷却系からの除熱機能喪失
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712 r.14.0）

7.1.2-4,41

下記の通り記載を適正化しました。
(旧）可搬型大型送水ポンプ車による補助給水ピットへの補給の準備
(新）可搬型大型送水ポンプ車の準備

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712-9 r.11.0） 5,58

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712 r.14.0）

7.1.2-12,51
添7.1.2.9-2
添7.1.2.17-5

下記の通り記載を適正化しました。
(旧）約1.5m3/h
(新）約1.5m3/h（6.6gpm）

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712-9 r.11.0）

17,69
添7.1.2.9-2
添7.1.2.17-6

同上

5
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712 r.14.0） 7.1.2-43,44,46

重大事故等対処設備（設計基準拡張）の識別を見直しました。

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712-9 r.11.0） 60,61,63

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712 r.14.0） 7.1.2-48

添7.1.2.7-2
添7.1.2.9-2

下記の通り記載を適正化しました。

(旧）約109m
3
/h/台（480gpm/台）相当となる口径約1.6cm（約0.6インチ）/台

(新）約109m
3
/h（480gpm）（１台当たり）相当となる口径約1.6cm（約0.6イン

チ）（１台当たり）

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712-9 r.11.0）

66
添7.1.2.7-2
添7.1.2.9-2

同上

9
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712 r.14.0） 7.1.2-59,61

以下の記載を見直しました。
(旧)本重要事故シーケンスにおける重大事故等対策時に必要な要員数
(新)重大事故等対策時に必要な要員数

10
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712-9 r.11.0） 77,79

同上

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712 r.14.0） 添7.1.2.3-1

下記の通り記載を適正化しました。
(旧）系統構成実施する
(新）系統構成を実施する

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712-9 r.11.0） 添7.1.2.3-1

同上

13

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712 r.14.0） 添7.1.2.4-1

下記の通り記載を適正化しました。
(旧）２次却系強制冷却における温度目標について
(新）２次冷却系強制冷却における温度目標について

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712 r.14.0） 添7.1.2.6-1

下記の通り記載を適正化しました。
(旧）１次冷却自然循環
(新）１次冷却系自然循環

有効性評価 7.1.2 全交流動力電源喪失

1/2 4



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

15

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712 r.14.0） 添7.1.2.7-1

下記の通り記載を適正化しました。
(旧）１次冷却系の保有水量
(新）１次冷却系保有水量

16

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712 r.14.0） 添7.1.2.15-1

参照する図番号及び下記の通り記載を適正化しました。
(旧）切替え，
(新）切り替え，

17

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712-9 r.11.0） 添7.1.2.15-1

同上

18

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712 r.14.0） 添7.1.2.22-1,7,8,9

技能1.0に合わせて下記のとおり記載を適正化しました。
(旧）モータ
(新）電動機

19

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712-9 r.11.0） 添7.1.2.22-1,6,7,8,9

同上

20
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712 r.14.0）

添7.1.2.22-6
技能1.5に合わせて表１の最新化を図りました。

21

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712-9 r.11.0） 添7.1.2.22-5

同上

22

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712 r.14.0） 添7.1.2.22-6

下記の通り図３の記載を適正化しました。
(旧）３号炉スクリーン室
(新）３号炉取水ピットスクリーン室

23

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712-9 r.11.0） 添7.1.2.22-5

同上

2/2 5



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.3 原子炉補機冷却機能喪失（SAE713 r.13.0）

7.1.3-4,12

下記の通り記載を適正化しました。
(旧）可搬型大型送水ポンプ車による補助給水ピットへの補給の準備
(新）可搬型大型送水ポンプ車の準備

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.3 原子炉補機冷却機能喪失（SAE713-9 r.11.0）

5,16

同上

3
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.3 原子炉補機冷却機能喪失（SAE713 r.13.0） 7.1.3-15

重大事故等対処設備（設計基準拡張）の識別を見直しました。

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.3 原子炉補機冷却機能喪失（SAE713-9 r.11.0）

19

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.3 原子炉補機冷却機能喪失（SAE713 r.13.0） 7.1.3-22

以下の記載を見直しました。
(旧)本重要事故シーケンスにおける重大事故等対策時に必要な要員数
(新)重大事故等対策時に必要な要員数

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.3 原子炉補機冷却機能喪失（SAE713-9 r.11.0）

26

同上

有効性評価 7.1.3 原子炉補機冷却機能喪失
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714
r.11.0）

7.1.4-20

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）重大事故等対策時に必要な負荷は，ディーゼル発電機の負荷に含まれる
ことから，
（新）重大事故等対策時に必要な負荷は，設計基準事故時に想定している非常
用炉心冷却設備作動信号により作動する負荷に含まれることから，

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714-9
r.10.0） 38

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714
r.11.0） 7.1.4-25

重大事故等対処設備（設計基準拡張）の識別を見直しました。

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714-9
r.10.0） 44

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714
r.11.0） 7.1.4-33

以下の記載を見直しました。
(旧)本重要事故シーケンスにおける重大事故等対策時に必要な要員数
(新)重大事故等対策時に必要な要員数

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714-9
r.10.0） 52

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714
r.11.0）

添7.1.4.9-2

解析コードの不確かさに関して記載を適正化しました。

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714-9
r.10.0） 添7.1.4.9-1

同上

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714
r.11.0）

添付資料7.1.4.10

電源負荷評価を追加しました。

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714-9
r.10.0） 添付資料7.1.4.10

同上

有効性評価 7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.5 原子炉停止機能喪失（SAE715 r.14.0）

7.1.5-24

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）重大事故等対策時に必要な負荷は，ディーゼル発電機の負荷に含まれる
ことから，
（新）重大事故等対策時に必要な負荷は，設計基準事故時に想定している非常
用炉心冷却設備作動信号により作動する負荷に含まれることから，

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.5 原子炉停止機能喪失（SAE715-9 r.11.0） 54

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.5 原子炉停止機能喪失（SAE715 r.14.0）

7.1.5-39,40

以下の記載を見直しました。
(旧)本重要事故シーケンスにおける重大事故等対策に必要な要員数
(新)重大事故等対策に必要な要員数

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.5 原子炉停止機能喪失（SAE715-9 r.11.0） 70,71

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.5 原子炉停止機能喪失（SAE715 r.14.0） 添付資料7.1.5.11

電源負荷評価を追加しました。

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.5 原子炉停止機能喪失（SAE715-9 r.11.0） 添付資料7.1.5.11

同上

有効性評価 7.1.5 原子炉停止機能喪失
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716 r.11.0）

7.1.6-10,13,15

以下の記載の適正化を行いました（下線部追加）。
（旧）原子炉設置許可申請書「3.5.1 原子炉冷却材喪失」
（新）原子炉設置許可申請書添付書類十「3.5.1 原子炉冷却材喪失」

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716-9 r.10.0） 21,25,28

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716 r.11.0）

7.1.6-29

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）重大事故等対策時に必要な負荷は，ディーゼル発電機の負荷に含まれる
ことから，
（新）重大事故等対策時に必要な負荷は，設計基準事故時に想定している非常
用炉心冷却設備作動信号により作動する負荷に含まれることから，

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716-9 r.10.0） 51

同上

5
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716 r.11.0） 7.1.6-32,33

重大事故等対処設備（設計基準拡張）の識別を見直しました。

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716-9 r.10.0） 55,56

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716 r.11.0）

7.1.6-43～45

以下の記載を見直しました。
(旧)本重要事故シーケンスにおける重大事故等対策時に必要な要員数
(新)重大事故等対策時に必要な要員数

8
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716-9 r.10.0） 66～68

同上

9
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716 r.11.0） 添付資料7.1.6.12

電源負荷評価を追加しました。

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716-9 r.10.0） 添付資料7.1.6.12

同上

有効性評価 7.1.6 ECCS注水機能喪失
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717 r.11.0）

7.1.7-22

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）重大事故等対策時に必要な負荷は，ディーゼル発電機の負荷に含まれる
ことから，
（新）重大事故等対策時に必要な負荷は，設計基準事故時に想定している非常
用炉心冷却設備作動信号により作動する負荷に含まれることから，

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717-9 r.10.0）

35

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717 r.11.0）

7.1.7-25

重大事故等対処設備（設計基準拡張）の識別を見直しました。

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717-9 r.10.0）

41

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717 r.11.0）

7.1.7-33

以下の記載を見直しました。
(旧)本重要事故シーケンスにおける重大事故等対策に必要な要員数
(新)重大事故等対策に必要な要員数

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717-9 r.10.0）

49

同上

7
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717 r.11.0） 添付資料7.1.7.10

燃料及び電源負荷評価に関する添付資料を追加しました。

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717-9 r.10.0） 添付資料7.1.7.10

同上

有効性評価 7.1.7 ECCS再循環機能喪失
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718 r.14.0）

7.1.8-42,43

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）重大事故等対策時に必要な負荷は，ディーゼル発電機の負荷に含まれる
ことから，
（新）重大事故等対策時に必要な負荷は，設計基準事故時に想定している非常
用炉心冷却設備作動信号により作動する負荷に含まれることから，

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718-9 r.12.0） 63

同上

3
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718 r.14.0） 7.1.8-46～51

重大事故等対処設備（設計基準拡張）の識別を見直しました。

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718-9 r.12.0） 68～73

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718 r.14.0） 7.1.8-66,67

以下の記載を見直しました。
(旧)本重要事故シーケンスにおける重大事故等対策に必要な要員数
(新)重大事故等対策に必要な要員数

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718-9 r.12.0） 87,88

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718 r.14.0） 添付資料7.1.8.4

以下の通り記載を統一しました。（下線部参照）
（旧）：1次冷却材系統
（新）：1次冷却系統

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718 r.14.0） 添付資料7.1.8.17

電源負荷評価を追加しました。

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718-9 r.12.0） 添付資料7.1.8.17

同上

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718 r.14.0） 添付資料7.1.8.19

以下の通り記載を統一しました。
（旧）恐れ
（新）おそれ

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718-9 r.12.0） 添付資料7.1.8.19

同上

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718 r.14.0） 添付資料7.1.8.19

以下の通り記載を統一しました。
（旧）あたっては
（新）当たっては

13

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718-9 r.12.0） 添付資料7.1.8.19

同上

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718 r.14.0） 添付資料7.1.8.19

以下の通り記載を統一しました。
（旧）通り
（新）とおり

有効性評価 7.1.8 格納容器バイパス
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

15

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718-9 r.12.0） 添付資料7.1.8.19

同上

16

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718 r.14.0） 添7.1.8.19-65

以下の通り記載を修正しました。
（旧）安全ポンプバルブ室
（新）安全系ポンプバルブ室

17

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718-9 r.12.0） 添7.1.8.19-64

同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P r.12.0） 7.2.1.1-11,23,25

添7.2.1.1.23-3

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）１次系内核分裂生成物挙動
（新）１次系内FP挙動

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P-9 r.11.0） 15,33,36

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P r.12.0） 7.2.1.1-11,22,24

添7.2.1.1.23-2

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）区画間の流動
（新）区画間・区画内の流動

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P-9 r.11.0） 15,31,35

添7.2.1.1.23-2

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P r.12.0） 7.2.1.1-11,23,26

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）炉心損傷後の原子炉容器外における溶融燃料－冷却材相互作用
（新）炉心損傷後の原子炉容器外FCI

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P-9 r.11.0） 15,33,37

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P r.12.0） 7.2.1.1-11,23,24,27

添7.2.1.1.23-4

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）原子炉格納容器内核分裂生成物挙動
（新）原子炉格納容器内FP挙動

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P-9 r.11.0） 15,33,34,38

同上

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P r.12.0） 7.2.1.1-13

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）「(4) 有効性評価の結果」
（新）「7.2.1.1.2(4) 有効性評価の結果」

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P-9 r.11.0） 17

同上

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P r.12.0） 7.2.1.1-40

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）格納容器内自然対流冷却の格納容器破損防止対策
（新）格納容器内自然対流冷却等の格納容器破損防止対策

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P-9 r.11.0） 58

同上

13
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P r.12.0） 7.2.1.1-42

重大事故等対処設備（設計基準拡張）の識別を見直しました。

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P-9 r.11.0） 60

同上

15

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P r.12.0） 7.2.1.1-52

以下の記載を見直しました。
(旧)本重要事故シーケンスにおける重大事故等対策時に必要な要員数
(新)重大事故等対策時に必要な要員数

有効性評価 7.2.1.1 雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧破損）
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

16

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P-9 r.11.0） 70

同上

17
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P r.12.0） 添7.2.1.1.1-1,6

格納容器内高レンジエリアモニタの設置高さを他条文の記載と合わせました。

18

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P-9 r.11.0） 添7.2.1.1.1-1,6

同上

19

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P r.12.0） 添7.2.1.1.8-1

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）放出時間を用いてる。
（新）放出時間を用いている。

20

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P-9 r.11.0） 添7.2.1.1.8-1

同上

21
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P r.12.0） 添7.2.1.1.23-9

原子炉補機冷却水系への通水確保(海水)に使用する可搬型ホースの接続口の設
計変更に伴い、実績時間を修正しました。

22

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P-9 r.11.0） 添7.2.1.1.23-9

同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.10.0） 7.2.1.2-12,22,24

添7.2.1.2.10-3

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）区画間の流動
（新）区画間・区画内の流動

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.9.0） 16,33,37

添7.2.1.2.10-3

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.10.0） 7.2.1.2-12,23,25

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）１次系内核分裂生成物挙動
（新）１次系内FP挙動

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.9.0） 16,35,38

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.10.0） 7.2.1.2-12,23,26

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）炉心損傷後の原子炉容器外における溶融燃料－冷却材相互作用
（新）炉心損傷後の原子炉容器外FCI

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.9.0） 17,35,38,39

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.10.0） 7.2.1.2-13,24,26

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）原子炉格納容器内核分裂生成物挙動
（新）原子炉格納容器内FP挙動

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.9.0） 17,35,39

同上

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.10.0） 7.2.1.2-38

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）格納容器内自然対流冷却の格納容器破損防止対策
（新）格納容器内自然対流冷却等の格納容器破損防止対策

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.9.0） 59

同上

11
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.10.0） 7.2.1.2-40

重大事故等対処設備（設計基準拡張）の識別を見直しました。

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.9.0） 61

同上

13

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.10.0） 7.2.1.2-50

以下の記載を見直しました。
(旧)本重要事故シーケンスにおける重大事故等対策時に必要な要員数
(新)重大事故等対策時に必要な要員数

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.9.0） 71

同上

15
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.10.0） 添7.2.1.2.8-4

図１に記載の計器等の設置高さの記載を他条文の資料と整合と図りました。

16

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.9.0） 添7.2.1.2.8-4

同上

有効性評価 7.2.1.2 雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過温破損）
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

17
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.10.0） 添7.2.1.2.10-11

原子炉補機冷却水系への通水確保(海水)に使用する可搬型ホースの接続口の設
計変更に伴い、実績時間を修正しました。

18

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.9.0） 添7.2.1.2.10-11

同上

19
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.10.0） 添付資料7.2.1.2.10

解析コードの不確かさに関して記載を適正化しました。

20

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.9.0） 添付資料7.2.1.2.10

同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
（SAE722 r.10.0）

7.2.2-23,24

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）加圧器逃がし弁を用いた１次冷却系強制減圧，代替格納容器スプレイ
ポンプを用いた代替格納容器スプレイ及び格納容器再循環ユニットを用いた
格納容器内自然対流冷却
（新）加圧器逃がし弁による１次冷却系強制減圧，代替格納容器スプレイポ
ンプによる代替格納容器スプレイ及び格納容器再循環ユニットによる格納容
器内自然対流冷却

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
（SAE722-9 r.9.0）

53

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
（SAE722 r.10.0） 添7.2.2.5-1

図１中にノード２を追記しました。

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
（SAE722-9 r.X.Y）

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
（SAE722 r.11.0）

7.2.2-5,12,14

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）炉心損傷後の原子炉容器内における溶融燃料－冷却材相互作用
（新）炉心損傷後の原子炉容器における原子炉容器内FCI

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
（SAE722-9 r.10.0）

16,32,35,36

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
（SAE722 r.11.0） 7.2.2-5

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）１次系内核分裂生成物挙動
（新）１次系内FP挙動

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
（SAE722-9 r.10.0）

17

同上

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
（SAE722 r.11.0）

7.2.2-6

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）原子炉格納容器内核分裂生成物挙動
（新）原子炉格納容器内FP挙動

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
（SAE722-9 r.10.0）

17

同上

有効性評価 7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱

以上，6/30一括提出時の適正化内容を示す。以降は，一括提出後の適正化内容を示す。
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
（SAE722 r.11.0）

7.2.2-23

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）格納容器内自然対流冷却の格納容器破損防止対策
（新）格納容器内自然対流冷却等の格納容器破損防止対策

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
（SAE722-9 r.10.0）

53

同上

13

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
（SAE722 r.11.0） 7.2.2-26

下記の通り記載を適正化しました。
(旧）約1.5m3/h
(新）約1.5m3/h（6.6gpm）

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
（SAE722-9 r.10.0）

59

同上

15

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
（SAE722 r.11.0）

添7.2.2.3-1

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）炉心水位Lctriとの関係
（新）炉心水位LとLctriとの関係

16

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
（SAE722-9 r.10.0）

添7.2.2.3-1

同上

17

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
（SAE722 r.11.0）

添7.2.2.3-1

「以上」を追加しました。

18

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
（SAE722-9 r.10.0）

添7.2.2.3-1

同上

19

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
（SAE722 r.11.0）

添付資料7.2.2.4

解析コードの不確かさに関して記載を適正化しました。

20

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
（SAE722-9 r.10.0）

添付資料7.2.2.4

同上

21

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
（SAE722 r.11.0） 添7.2.2.5-1,2

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
合わせて図１のノード分割図も見直しました。
（旧）径方向
（新）軸方向

22

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
（SAE722-9 r.10.0）

添7.2.2.5-1,2

同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723 r.10.0） 7.2.3-6

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）１次系内核分裂生成物挙動
（新）１次系内FP挙動

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723-9 r.10.0）

9

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723 r.10.0）

7.2.3-6,11,13
添7.2.3.2-2

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）区画間の流動
（新）区画間・区画内の流動

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723-9 r.10.0）

9,16,19
添7.2.3.2-2

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723 r.10.0）

7.2.3-6,12,14

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）炉心損傷後の原子炉容器外における溶融燃料－冷却材相互作用
（新）炉心損傷後の原子炉容器外FCI

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723-9 r.10.0）

10,18,20

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723 r.10.0）

7.2.3-7

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）原子炉格納容器内核分裂生成物挙動
（新）原子炉格納容器内FP挙動

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723-9 r.10.0）

10

同上

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723 r.10.0） 7.2.3-17

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）格納容器内自然対流冷却の格納容器破損防止対策
（新）格納容器内自然対流冷却等の格納容器破損防止対策

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723-9 r.10.0）

31

同上

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723 r.10.0） 添付資料7.2.3.1

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）外部トリガー
（新）外部トリガ

有効性評価 7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723-9 r.10.0）

添付資料7.2.3.1

同上

13

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723 r.10.0）

添付資料7.2.3.2

解析コードの不確かさに関して記載を適正化しました。

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723-9 r.10.0）

添付資料7.2.3.2

同上

15

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723 r.10.0） 添7.2.3.2-9

原子炉補機冷却水系への通水確保(海水)に使用する可搬型ホースの接続口の
設計変更に伴い、実績時間を修正しました。

16

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723-9 r.10.0）

添7.2.3.2-9

同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.4 水素燃焼（SAE724 r.11.0） 7.2.4-10

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）１次系内核分裂生成物挙動
（新）１次系内FP挙動

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.4 水素燃焼（SAE724-9 r.10.0） 14

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.4 水素燃焼（SAE724 r.11.0）

7.2.4-11

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）炉心損傷後の原子炉容器外における溶融燃料－冷却材相互作用
（新）炉心損傷後の原子炉容器外FCI

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.4 水素燃焼（SAE724-9 r.10.0） 15

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.4 水素燃焼（SAE724 r.11.0） 7.2.4-11

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）原子炉格納容器内核分裂生成物挙動
（新）原子炉格納容器内FP挙動

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.4 水素燃焼（SAE724-9 r.10.0） 15

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.4 水素燃焼（SAE724 r.11.0） 7.2.4-26,27

以下の通り誤記を修正しました。（下線部参照）
（旧）本重要事故シーケンス
（新）本評価事故シーケンス

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.4 水素燃焼（SAE724-9 r.10.0） 41,43

同上

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.4 水素燃焼（SAE724 r.11.0）

7.2.4-27

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）重大事故等対策時に必要な負荷は，ディーゼル発電機の負荷に含まれる
ことから，
（新）重大事故等対策時に必要な負荷は，設計基準事故時に想定している非常
用炉心冷却設備作動信号により作動する負荷に含まれることから，

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.4 水素燃焼（SAE724-9 r.10.0） 43

同上

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.4 水素燃焼（SAE724 r.11.0） 7.2.4-31

重大事故等対処設備（設計基準拡張）の識別を見直しました。

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.4 水素燃焼（SAE724-9 r.10.0） 48

同上

13

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.4 水素燃焼（SAE724 r.11.0） 7.2.4-40

添7.2.4.1-2

以下の記載を見直しました。
(旧)本重要事故シーケンスにおける重大事故等対策に必要な要員数
(新)重大事故等対策に必要な要員数

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.4 水素燃焼（SAE724-9 r.10.0） 57

添7.2.4.1-2

同上

有効性評価 7.2.4 水素燃焼
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

15

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.4 水素燃焼（SAE724 r.11.0） 添7.2.4.11-8

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）連続相
（新）連続層

16

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.4 水素燃焼（SAE724-9 r.10.0） 添7.2.4.11-6

同上

17

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.4 水素燃焼（SAE724 r.11.0） 添付資料7.2.4.15

解析コードの不確かさに関して記載を適正化しました。

18

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.4 水素燃焼（SAE724-9 r.10.0） 添付資料7.2.4.15

同上

19

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.4 水素燃焼（SAE724 r.11.0） 添付資料7.2.4.16

燃料及び電源負荷評価に関する添付資料を追加しました。

20

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.2.4 水素燃焼（SAE724-9 r.10.0） 添付資料7.2.4.16

同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作用（SAE725
r.12.0） 7.2.5-10,12

解析コードにおける重要現象の不確かさの影響評価において、FP挙動に関す
る不確かさの記載を過圧破損同様、加えました。

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作用（SAE725-9
r.10.0）

19,22

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作用（SAE725-9
r.X.Y）

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作用（SAE725
r.13.0） 7.2.5-4,10,12

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）１次系内核分裂生成物挙動
（新）１次系内FP挙動

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作用（SAE725-9
r.11.0）

7,19,22

同上

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作用（SAE725
r.13.0）

7.2.5-4,9,11
添7.2.5.2-3

下線部の通り記載を修正しました。
（旧）区画間の流動
（新）区画間・区画内の流動

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作用（SAE725-9
r.11.0）

7,16,21
添7.2.5.2-3

同上

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作用（SAE725
r.13.0） 7.2.5-5,10,12

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）原子炉容器外における溶融燃料－冷却材相互作用
（新）原子炉容器外FCI

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作用（SAE725-9
r.11.0）

7,19,22,23

同上

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作用（SAE725
r.13.0） 7.2.5-5

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）原子炉格納容器内核分裂生成物挙動
（新）原子炉格納容器内FP挙動

有効性評価 7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作用

以上，6/30一括提出時の適正化内容を示す。以降は，一括提出後の適正化内容を示す。
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作用（SAE725-9
r.11.0）

7

同上

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作用（SAE725
r.13.0） 7.2.5-21

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）格納容器内自然対流冷却の格納容器破損防止対策
（新）格納容器内自然対流冷却等の格納容器破損防止対策

13

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作用（SAE725-9
r.11.0）

43

同上

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作用（SAE725
r.13.0） 添付資料7.2.5.2

解析コードの不確かさに関して記載を適正化しました。

15

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作用（SAE725-9
r.11.0）

添付資料7.2.5.2

同上

16

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作用（SAE725-9
r.11.0）

添7.2.5.4-1

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）約８mの長さがあることことから、
（新）約８mの長さがあることから、

17

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作用（SAE725
r.13.0） 添7.2.5.4-8

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）側面は熱伝導を考慮したコンクリートで囲まれているものとし，
（新）溶融炉心から周囲のコンクリートへの熱伝導が配管内面の全周で均一
に生じるものとし，

18

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作用（SAE725-9
r.11.0）

添7.2.5.4-13

同上

19

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作用（SAE725
r.13.0）

添7.2.5.7-2

以下の通り記載を追記しました。
「PULiMS実験は溶融物を水中に落下した実験であり，連続層と粒子状デブリ
を含めたデブリ全体としての堆積高さに関する知見として適用できるもので
ある。本評価では，デブリ堆積高さを高くするため，連続層は原子炉下部
キャビティ床面のうち，原子炉容器直下の円形部に，円柱状の上にアスペク
ト比1：16の円錐が堆積し，その上に粒子状デブリが原子炉下部キャビティ
床面全面に堆積する形状を仮定する。」
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.11.0）

7.3.1-2

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）これらの対策の概略系統図を第7.3.1.1図に，手順の概要を第7.3.1.2図
に示すとともに
（新）これらの対策の概略系統図を第7.3.1.1図に，手順の概要を第7.3.1.2図
に示すとともに，

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.11.0） 2

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.11.0）

7.3.1-5

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）使用済燃料ピット水位の実運用に基づき，NWL（燃料頂部より約7.62m）
とする。
（新）使用済燃料ピット水位の実運用に基づき，燃料頂部より7.55mとする。

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.11.0） 6

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.11.0）

7.3.1-7,8

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）可搬型大型送水ポンプ車による使用済燃料ピットへの注水準備操作は，
災害対策要員及び災害対策要員（支援）の移動，注水準備に必要な時間等を考
慮して，事象発生4.4時間までに完了するが，使用済燃料ピットへの注水操作
は使用済燃料ピットの水温が100℃に到達することにより使用済燃料ピット水
位が低下し始める事象発生の約6.6時間後から開始する。
（新）可搬型大型送水ポンプ車による使用済燃料ピットへの注水操作は，災害
対策要員及び災害対策要員（支援）の移動，注水準備に必要な時間等を考慮し
て，事象発生の4.4時間後から開始する。

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.11.0） 7

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.11.0）

7.3.1-8

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）事象発生4.4時間後までに可搬型大型送水ポンプ車による使用済燃料
ピットへの注水準備が完了するため，使用済燃料ピットの水位が低下し始める
事象発生約6.6時間後から蒸発量に応じた使用済燃料ピットへの注水を継続す
ることで安定状態を維持できる。
（新）事象発生の4.4時間後から可搬型大型送水ポンプ車による使用済燃料
ピットへの注水を行うことで使用済燃料ピット水位は回復し，その後に蒸発量
に応じた使用済燃料ピットへの注水を継続することで安定状態を維持できる。

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.11.0） 9

同上

有効性評価 7.3.1 想定事故１
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9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.11.0）

7.3.1-10

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）初期条件の初期水位は，評価条件のNWLに対して最確条件はNWL付近であ
り，評価条件の不確かさとして，最確条件とした場合は，使用済燃料ピット水
位が変動するが，使用済燃料ピット水位を起点とする運転員等操作はないこと
から，運転員等操作時間に与える影響はない。
（新）初期条件の初期水位は，評価条件の燃料頂部より7.55mに対して最確条
件はNWL付近であり，評価条件の不確かさとして，最確条件とした場合は，評
価条件で設定している水位より高くなるため，使用済燃料ピット水温の上昇が
緩やかになり，水位低下が遅くなるが，使用済燃料ピット水位を起点とする運
転員等操作はないことから，運転員等操作時間に与える影響はない。

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.11.0） 11

同上

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.11.0）

7.3.1-10

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）したがって，使用済燃料ピット水位の低下が遅くなり，放射線の遮蔽が
維持される最低水位に到達するまでの時間に対する余裕が大きくなり，評価項
目となるパラメータに対する余裕は大きくなる。
（新）したがって，使用済燃料ピット水位の低下が遅くなり，放射線の遮蔽が
維持される最低水位に到達するまでの時間に対する余裕が大きくなることか
ら，評価項目となるパラメータに対する余裕は大きくなる。

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.11.0） 12

同上

13

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.11.0）

7.3.1-12

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）また，使用済燃料ピットの初期水温を使用済燃料ピットポンプ１台故障
時の使用済燃料ピット水平均温度の上限である65℃とし，初期水位を水位低警
報レベルであるNWL-0.08mとして評価した結果，事象発生から使用済燃料ピッ
ト水位が放射線の遮蔽が維持される最低水位まで低下するのに要する時間は，
初期水温40℃及び初期水位NWLの場合と比較して約0.2日短い約1.4日となる
が，
（新）また，使用済燃料ピットの初期水温を使用済燃料ピットポンプ１台故障
時の使用済燃料ピット水平均温度の上限である65℃として評価した結果，事象
発生から使用済燃料ピット水位が放射線の遮蔽が維持される最低水位まで低下
するのに要する時間は，初期水温40℃の場合と比較して約0.1日短い約1.5日と
なるが，

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.11.0） 12

同上
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15

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.11.0）

7.3.1-11

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）初期条件の初期水位は，評価条件のNWLに対して最確条件はNWL付近であ
り，評価条件の不確かさとして，初期水位の変動を考慮し，評価条件で設定し
ている初期水位が低い場合は，使用済燃料ピット水温の上昇は早くなるが，放
射線の遮蔽が維持される最低水位に到達するまでの時間は事象発生の約1.6日
後と長時間であることから，初期水位の変動が評価項目となるパラメータに与
える影響は小さい。
（新）初期条件の初期水位は，評価条件の燃料頂部より7.55mに対して最確条
件はNWL付近であり，評価条件の不確かさとして，最確条件とした場合は，評
価条件で設定している初期水位より高くなるため，使用済燃料ピット水温の上
昇が緩やかになる。したがって，使用済燃料ピット水位の低下が遅くなり，放
射線の遮蔽が維持される最低水位に到達するまでの時間に対する余裕が大きく
なることから，評価項目となるパラメータに対する余裕は大きくなる。

16

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.11.0） 13

同上

17

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.11.0）

7.3.1-12

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）初期に地震起因のスロッシングが発生した場合，事象発生から使用済燃
料ピット水位が放射線の遮蔽が維持される最低水位まで低下するのに要する時
間は，初期水位NWLの場合と比較して
（新）初期に地震起因のスロッシングが発生した場合，事象発生から使用済燃
料ピット水位が放射線の遮蔽が維持される最低水位まで低下するのに要する時
間は，初期水位が燃料頂部より7.55mの場合と比較して

18

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.11.0） 13

同上

19

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.11.0）

7.3.1-13

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）仮に事象発生直後から沸騰による使用済燃料ピット水位の低下が開始す
ると想定し，初期水位を水位低警報レベルNWL-0.08mとして100℃の水が沸騰に
より蒸発する時間のみで評価した場合，事象発生から使用済燃料ピット水位が
放射線の遮蔽が維持される最低水位まで低下するのに要する時間は，初期水温
40℃及び初期水位NWLの場合と比較して
（新）仮に事象発生直後から沸騰による使用済燃料ピット水位の低下が開始す
ると想定し，100℃の水が沸騰により蒸発する時間のみで評価した場合，事象
発生から使用済燃料ピット水位が放射線の遮蔽が維持される最低水位まで低下
するのに要する時間は，初期水温40℃の場合と比較して

20

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.11.0） 14

同上

21

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.11.0）

7.3.1-13

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）操作条件の可搬型大型送水ポンプ車による使用済燃料ピットへの注水操
作は，評価上の操作開始時間として事象発生から約6.6時間後を設定してい
る。
（新）操作条件の可搬型大型送水ポンプ車による使用済燃料ピットへの注水操
作は，評価上の操作開始時間として事象発生の4.4時間後を設定している。

22

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.11.0） 15

同上
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23

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.11.0）

7.3.1-14

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）可搬型大型送水ポンプ車による注水準備操作は事象発生の4.4時間後に
完了することから，時間余裕がある。
（新）可搬型大型送水ポンプ車による注水を開始する時間である事象発生の
4.4時間後に対して十分な時間余裕がある。

24

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.11.0） 16

同上

25

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.11.0）

7.3.1-16

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）重大事故等対策時に必要な負荷は，ディーゼル発電機の負荷に含まれる
ことから，
（新）重大事故等対策時に必要な負荷は，設計基準事故時に想定している計測
制御用電源設備等の負荷に含まれることから，

26

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.11.0） 19

同上

27
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.11.0） 7.3.1-19

重大事故等対処設備（設計基準拡張）の識別を見直しました。

28

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.11.0） 21

同上

29
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.11.0） 7.3.1-20

「事象発生前使用済燃料ピット水位（初期水位）」の主要評価条件及び条件設
定の考え方の記載を見直しました。

30

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.11.0） 23

同上

31
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.11.0） 7.3.1-21

「放射線の遮蔽が維持される最低水位」の主要評価条件及び条件設定の考え方
の記載を見直しました。

32

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.11.0） 24

同上

33

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.11.0）

7.3.1-21

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）崩壊熱による蒸発水量に対して燃料損傷防止が可能な流量を上回る注水
流量として設定。
（新）崩壊熱による蒸発水量に対して燃料損傷防止が可能な流量として設定。

34

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.11.0） 24

同上

35
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.11.0） 7.3.1-21

「可搬型大型送水ポンプ車による使用済燃料ピットへの注水操作」の主要評価
条件及び条件設定の考え方の記載を見直しました。

36

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.11.0） 24

同上

37

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.11.0） 7.3.1-25

以下の記載を見直しました。
(旧)本重要事故シーケンスにおける重大事故等対策に必要な要員数
(新)重大事故等対策に必要な要員数

4/5 28



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

38

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.11.0） 28

同上

39

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.11.0） 7.3.1-26

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）使用済燃料ピット水位概略図
（新）使用済燃料ピット水位概要図

40

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.11.0） 29

同上

41

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.11.0） 添7.3.1.1-1

以下の通り誤記を修正しました。（下線部参照）
（旧）重要事故シーケンス
（新）想定事故１

42

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.11.0） 添7.3.1.1-1

同上

43
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.11.0） 添付資料7.3.1.2

資料全般、記載の適正化、資料間の整合を図りました。

44

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.11.0） 添付資料7.3.1.2

同上

45
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.11.0） 添7.3.1.2-41

「１．初期水位」の記載を見直しました。

46

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.11.0） 添7.3.1.2-45

同上

47
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.11.0） 添付資料7.3.1.4

まとめ資料本文に合わせて修正しました。

48

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.11.0） 添付資料7.3.1.4

同上

49
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.11.0） 添付資料7.3.1.5

電源負荷評価を追加しました。

50

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.11.0） 添付資料7.3.1.5

同上
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1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.2 想定事故２（SAE732 r.11.0）

7.3.2-2

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）これらの対策の概略系統図を第7.3.2.1図に，手順の概要を第7.3.2.2図
に示すとともに
（新）これらの対策の概略系統図を第7.3.2.1図に，手順の概要を第7.3.2.2図
に示すとともに，

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.2 想定事故２（SAE732-9 r.11.0） 1

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.2 想定事故２（SAE732 r.11.0）

7.3.2-6

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）使用済燃料ピット冷却系配管の破断により使用済燃料ピット水位が使用
済燃料ピット水浄化冷却設備入口配管下端まで低下すると想定し，この時の使
用済燃料ピット水位は，NWL- 1.35m（燃料頂部より約6.27m）とする。
（新）使用済燃料ピット冷却系配管の破断により使用済燃料ピット水位が使用
済燃料ピット水浄化冷却設備入口配管下端まで低下すると想定し，この時の使
用済燃料ピット水位は，燃料頂部より6.25mとする。

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.2 想定事故２（SAE732-9 r.11.0） 6,7

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.2 想定事故２（SAE732 r.11.0）

7.3.2-7

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）可搬型大型送水ポンプ車による使用済燃料ピットへの注水準備操作は，
災害対策要員及び災害対策要員（支援）の移動，注水準備に必要な時間等を考
慮して，事象発生4.4時間までに完了するが，使用済燃料ピットへの注水操作
は使用済燃料ピットの水温が100℃に到達することにより使用済燃料ピット水
位が低下し始める事象発生の約5.8時間後から開始する。
（新）可搬型大型送水ポンプ車による使用済燃料ピットへの注水操作は，災害
対策要員及び災害対策要員（支援）の移動，注水準備に必要な時間等を考慮し
て，事象発生の4.4時間後から開始する。

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.2 想定事故２（SAE732-9 r.11.0） 8

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.2 想定事故２（SAE732 r.11.0）

7.3.2-8,9

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）事象発生4.4時間後までに可搬型大型送水ポンプ車による使用済燃料
ピットへの注水準備が完了するため，使用済燃料ピットの水位が低下し始める
事象発生約5.8時間後から蒸発量に応じた使用済燃料ピットへの注水を継続す
ることで，使用済燃料ピット水浄化冷却設備入口配管下端で水位を維持できる
ことから，安定状態を維持できる。
（新）事象発生の4.4時間後から可搬型大型送水ポンプ車による使用済燃料
ピットへの注水を行うことで，使用済燃料ピット水浄化冷却設備入口配管下端
で水位を維持できることから，その後に蒸発量に応じた使用済燃料ピットへの
注水を継続することで安定状態を維持できる。

有効性評価 7.3.2 想定事故２
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.2 想定事故２（SAE732-9 r.11.0） 10

同上

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.2 想定事故２（SAE732 r.11.0）

7.3.2-10

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）したがって，使用済燃料ピット水位の低下が遅くなり，放射線の遮蔽が
維持される最低水位に到達するまでの時間に対する余裕が大きくなり，
（新）したがって，使用済燃料ピット水位の低下が遅くなり，放射線の遮蔽が
維持される最低水位に到達するまでの時間に対する余裕が大きくなることか
ら，

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.2 想定事故２（SAE732-9 r.11.0） 13

同上

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.2 想定事故２（SAE732 r.11.0）

7.3.2-13

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）操作条件の可搬型大型送水ポンプ車による使用済燃料ピットへの注水操
作は，評価上の操作開始時間として事象発生から約5.8時間後を設定してい
る。
（新）操作条件の可搬型大型送水ポンプ車による使用済燃料ピットへの注水操
作は，評価上の操作開始時間として事象発生の4.4時間後を設定している。

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.2 想定事故２（SAE732-9 r.11.0） 17

同上

13

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.2 想定事故２（SAE732 r.11.0）

7.3.2-13,14

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）可搬型大型送水ポンプ車による注水準備操作は事象発生の4.4時間後に
完了することから，時間余裕がある。
（新）可搬型大型送水ポンプ車による注水を開始する時間である事象発生の
4.4時間後に対して十分な時間余裕がある。

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.2 想定事故２（SAE732-9 r.11.0） 18

同上

15

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.2 想定事故２（SAE732 r.11.0） 7.3.2-17

重大事故等対処設備（設計基準拡張）の識別を見直しました。

16

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.2 想定事故２（SAE732-9 r.11.0） 22

同上

17

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.2 想定事故２（SAE732 r.11.0） 7.3.2-18

「冷却系配管の破断によって想定される初期水位」の主要評価条件及び条件設
定の考え方の記載を見直しました。

18

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.2 想定事故２（SAE732-9 r.11.0） 24

同上

19

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.2 想定事故２（SAE732 r.11.0） 7.3.2-19

「放射線の遮蔽が維持される最低水位」の主要評価条件及び条件設定の考え方
の記載を見直しました。

20

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.2 想定事故２（SAE732-9 r.11.0） 25

同上
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

21

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.2 想定事故２（SAE732 r.11.0）

7.3.2-19

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）崩壊熱による蒸発水量に対して燃料損傷防止が可能な流量を上回る注水
流量として設定。
（新）崩壊熱による蒸発水量に対して燃料損傷防止が可能な流量として設定。

22

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.2 想定事故２（SAE732-9 r.11.0） 25

同上

23

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.2 想定事故２（SAE732 r.11.0） 7.3.2-19

「可搬型大型送水ポンプ車による使用済燃料ピットへの注水操作」の主要評価
条件及び条件設定の考え方の記載を見直しました。

24

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.2 想定事故２（SAE732-9 r.11.0） 25

同上

25

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.2 想定事故２（SAE732 r.11.0） 7.3.2-23

以下の記載を見直しました。
(旧)本重要事故シーケンスにおける重大事故等対策時に必要な要員数
(新)重大事故等対策時に必要な要員数

26

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.2 想定事故２（SAE732-9 r.11.0） 29

同上

27

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.2 想定事故２（SAE732 r.11.0） 7.3.2-24

概要図に記載していた初期水位の記載を削除しました。

28

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.2 想定事故２（SAE732-9 r.11.0） 30

同上

29

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.2 想定事故２（SAE732 r.11.0） 添7.3.2.2-1

以下の通り誤記を修正しました。（下線部参照）
（旧）重要事故シーケンス
（新）想定事故２

30

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.2 想定事故２（SAE732-9 r.11.0） 添7.3.2.2-1

同上

31
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.2 想定事故２（SAE732 r.11.0） 添付資料7.3.2.4

まとめ資料本文に合わせて修正しました。

32

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.2 想定事故２（SAE732-9 r.11.0） 添付資料7.3.2.4

同上

33
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.2 想定事故２（SAE732 r.11.0） 添7.3.2.5-2

図１の概要図の記載を適正化しました。

34

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.3.2 想定事故２（SAE732-9 r.11.0） 添7.3.2.5-2

同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741 r.10.0）

7.4.1-16

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）重大事故等対策時に必要な負荷は，ディーゼル発電機の負荷に含まれる
ことから，
（新）重大事故等対策時に必要な負荷は，設計基準事故時に想定している非常
用炉心冷却設備作動信号により作動する負荷に含まれることから，

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741-9 r.9.0） 30

同上

3
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741 r.10.0） 7.4.1-19～21

重大事故等対処設備（設計基準拡張）の識別を見直しました。

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741-9 r.9.0） 33～35

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741 r.10.0） 7.4.1-26

以下の記載を見直しました。
(旧)本重要事故シーケンスにおける重大事故等対策時に必要な要員数
(新)重大事故等対策時に必要な要員数

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741-9 r.9.0） 40

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741 r.10.0） 添7.4.1.2-1

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）注入　／　事象発生から60分後
（新）注水　／　事象発生の60分後

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741-9 r.9.0） 添7.4.1.2-1

同上

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741 r.10.0） 添7.4.1.9-1～3

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）原子炉格納容器内温度
（新）原子炉格納容器雰囲気温度

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741-9 r.9.0） 添7.4.1.9-1,2

同上

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741 r.10.0） 添7.4.1.11-1

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）燃料取替時の燃料取替建屋内の遮蔽設計基準値
（新）燃料取替時の燃料取扱棟内の遮蔽設計基準値

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741-9 r.9.0） 添7.4.1.11-1

同上

13

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741 r.10.0） 添7.4.1.14-3

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）事象発生から
（新）事象発生の

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741-9 r.9.0） 添7.4.1.14-3

同上

15
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741 r.10.0） 添付資料7.4.1.16

電源負荷評価を追加しました。

有効性評価 7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（余熱除去系の故障による停止時冷却機能喪失）
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16

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741-9 r.9.0） 添付資料7.4.1.16

同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742 r.10.0） 7.4.2-21

重大事故等対処設備（設計基準拡張）の識別を見直しました。

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742-9 r.9.0） 37

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742 r.10.0） 7.4.2-27

以下の記載を見直しました。
(旧)本重要事故シーケンスにおける重大事故等対策時に必要な要員数
(新)重大事故等対策時に必要な要員数

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742-9 r.9.0） 43

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742 r.10.0） 添7.4.2.3-1

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）注入　／　事象発生から60分後
（新）注水　／　事象発生の60分後

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742-9 r.9.0） 添7.4.2.3-1

同上

有効性評価 7.4.2 全交流動力電源喪失
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743 r.10.0）

7.4.3-17

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）重大事故等対策時に必要な負荷は，ディーゼル発電機の負荷に含まれる
ことから，
（新）重大事故等対策時に必要な負荷は，設計基準事故時に想定している非常
用炉心冷却設備作動信号により作動する負荷に含まれることから，

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743-9 r.9.0） 27

同上

3
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743 r.10.0） 7.4.3-20～22

重大事故等対処設備（設計基準拡張）の識別を見直しました。

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743-9 r.9.0） 30～32

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743 r.10.0） 7.4.3-27

添7.4.3.1-2

以下の記載を見直しました。
(旧)本重要事故シーケンスにおける重大事故等対策に必要な要員数
(新)重大事故等対策に必要な要員数

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743-9 r.9.0） 37

添7.4.3.1-1

同上

7
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743 r.10.0） 添付資料7.4.3.9

電源負荷評価を追加しました。

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743-9 r.9.0） 添付資料7.4.3.9

同上

有効性評価 7.4.3 原子炉冷却材の流出
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.4 反応度の誤投入（SAE744 r.10.0）

7.4.4-13

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）重大事故等対策時に必要な負荷は，ディーゼル発電機の負荷に含まれる
ことから，
（新）重大事故等対策時に必要な負荷は，設計基準事故時に想定している非常
用炉心冷却設備作動信号により作動する負荷に含まれることから，

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.4.4 反応度の誤投入（SAE744-9 r.9.0） 26

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.4 反応度の誤投入（SAE744 r.10.0） 7.4.4-21

以下の記載を見直しました。
(旧)本重要事故シーケンスにおける重大事故等対策に必要な要員数
(新)重大事故等対策に必要な要員数

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.4.4 反応度の誤投入（SAE744-9 r.9.0） 34

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.4 反応度の誤投入（SAE744 r.10.0）

添7.4.4.3-2

以下の誤記を修正しました。（下線部参照）
（旧）実行倍増率
（新）実効増倍率

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.4.4 反応度の誤投入（SAE744-9 r.9.0） 添7.4.4.3-2

同上

7
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.4 反応度の誤投入（SAE744 r.10.0） 添付資料7.4.4.11

燃料及び電源負荷評価に関する添付資料を追加しました。

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較表
7.4.4 反応度の誤投入（SAE744-9 r.9.0） 添付資料7.4.4.11

同上

有効性評価 7.4.4 反応度の誤投入
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.5 必要な要員及び資源の評価（SAE750 r.8.0） 添付資料7.5.1.1

ページ番号を修正しました。

2
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.5 必要な要員及び資源の評価（SAE750 r.8.0） 添7.5.2.2-3,9

以下の誤記を修正しました。（下線部参照）
（旧）20名
（新）21名

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.5 必要な要員及び資源の評価（SAE750-9 r.8.0） 添7.5.2.2-4,9

同上

有効性評価 7.5.  必要な要員及び資源の評価
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7） 37条 付録1-1-1

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）共通原因故障又は系統間の機能の依存性，余裕時間，設備容量，代表
性
（新）共通原因故障又は系統間の機能の依存性，余裕時間，設備容量並びに
代表性

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.8）

1-2

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-2-9

「女川原子力発電所２号炉」欄の以下の記号を上付き文字に修正しました
（下線部参照）
（旧）格納容器直接接触※

（新）格納容器直接接触※

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-2-9

以下の記号を上付き文字に修正しました（下線部参照）
（旧）格納容器直接接触※

（新）格納容器直接接触※

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-4-1

「大飯発電所３／４号炉」欄の以下の脱字を修正しました。（下線部参照）
（旧）「ＰＲＡの説明における参照事項
（新）「ＰＲＡの説明における参照事項」

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.8）

別紙1-1

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）内部溢水，内部火災及びその他外部事象に関するレベル１PRA及び外
部事象レベル1.5PRA並びに停止時レベル１PRA
（新）内部溢水，内部火災及びその他外部事象に関するレベル１PRA並びに
外部事象レベル1.5PRA及び停止時レベル１PRA

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別紙1-1

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.8） 別紙1-1,4,9

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）内部溢水・内部火災
（新）内部溢水，内部火災

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別紙1-3,7,15

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別紙1-2

「大飯発電所３／４号炉」欄の以下の再掲に係る注釈内のページを修正しま
した。（下線部参照）
（旧）37条 付録1-別紙1-14
（新）37条 付録1-別紙1-15

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別紙1-3

「大飯発電所３／４号炉」欄の以下の誤記を修正しました。（下線部参照）
（旧）電磁的障害等
（新）電磁的障害等。

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別紙1-17

「大飯発電所３／４号炉」欄の以下の再掲に係る注釈内のページを修正しま
した。（下線部参照）
（旧）付録1-別添3-3.1-3.1.2-78
（新）付録1-別添3-3.1-3.1.2-85

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.8） 別紙1-15,17

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。
（旧）ＰＲＡ
（新）PRA

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別紙1-21,27

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.8） 別紙1-22,29,57

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）ディーゼル発電機設備
（新）ディーゼル発電機

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別紙1-33,58,106

同上

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.8）

別紙1-23

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）安全施設の機能に影響を及ぼすような雪崩が発生する可能性は低いこ
とから，本事象から事故シーケンスの抽出に当たって考慮すべき起因事象の
発生はないと判断。
（新）周辺の地形から，積雪荷重以上の影響がある雪崩は発生しないことか
ら，本事象から事故シーケンスの抽出に当たって考慮すべき起因事象の発生
はないと判断。

13

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別紙1-34

同上

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.8）

別紙1-28

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）泊発電所は海水を冷却源としていること，海水淡水化設備により淡水
を確保可能であること及び泊発電所周辺において安全施設の機能に影響を及
ぼすような湖や河川はないことから，本事象から事故シーケンスの抽出に当
たって考慮すべき起因事象の発生はないと判断。
（新）泊発電所は海水を冷却源としていること及び泊発電所周辺において安
全施設の機能に影響を及ぼすような湖や河川はないことから，本事象から事
故シーケンスの抽出に当たって考慮すべき起因事象の発生はないと判断。

15

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別紙1-39

同上

16

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.8）

別紙1-28

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）長期間継続することはなく，長期的には水温上昇は緩慢であることか
ら，出力低下等の措置を講じることができ，安全施設の冷却性能に影響を及
ぼすことはないため，本事象から事故シーケンスの抽出に当たって考慮すべ
き起因事象の発生はないと判断。
（新）海水温の上昇に伴う取水温度の上昇により，復水器真空度が低下し，
定格出力維持が困難な場合が生じたとしても，出力低下又はプラント停止措
置を講じることにより，安全施設の機能に影響を及ぼすことはないため，本
事象から事故シーケンスの抽出に当たって考慮すべき起因事象の発生はない
と判断。
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

17

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別紙1-39

同上
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7） 37条 付録1-別紙5-22

「女川原子力発電所２号炉」欄の第1-6表の脚注部分が抜けていたため以下
の記載を追記。
（旧）なし
（新）※大破断LOCAでは高圧代替注水系，低圧代替注水系（常設）（復水移
送ポンプ）ともに注水容量が不足するため。

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別紙8-5

「女川原子力発電所２号炉」欄の以下の誤記を修正しました。（下線部参
照）
（旧）UO2
（新）UO2

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別紙8-5

「女川原子力発電所２号炉」欄の以下の誤記を修正しました。（下線部参
照）
（旧）スベーサ
（新）スペーサ

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別紙8-5

「女川原子力発電所２号炉」欄の以下の誤記を修正しました。（下線部参
照）
（旧）制御棒駆動系ハワジング
（新）制御棒駆動系ハウジング

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別紙8-5

「女川原子力発電所２号炉」欄の以下の誤記を修正しました。（下線部参
照）
（旧）デプリ
（新）デブリ

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別紙8-6

「女川原子力発電所２号炉」欄の以下の誤記を修正しました。（下線部参
照）
（旧）ドライワェル
（新）ドライウェル

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別紙8-6

「女川原子力発電所２号炉」欄の以下の誤記を修正しました。（下線部参
照）
（旧）アスベクト比
（新）アスペクト比

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7） 37条 付録1-別紙9-1

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）高圧条件の排除，ドライ条件の排除及びRCS圧力の低減，２次冷却系
の低圧条件の排除
（新）高圧条件の排除，ドライ条件の排除及びRCS圧力の低減並びに２次冷
却系の低圧条件の排除

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.8）

別紙9-1

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.8） 別紙15-1

以下の脱字を修正しました。（下線部参照）
（旧）複数メンバー
（新）複数のメンバー

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別紙15-1

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別紙15-1

「女川原子力発電所２号炉」欄の以下の誤記を修正しました。（下線部参
照）
（旧）複数メンバー
（新）複数のメンバー

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.8） 別紙16-9

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）地質調査結果に基づく断層及び
（新）地質調査結果に基づく断層並びに

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別紙16-11

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別紙16-15

「女川原子力発電所２号炉」欄の以下の脱字を修正しました。
（旧）なし
（新）(6)

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7） 別紙16-12

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）全炉心損傷頻度，及び起因事象別，加速度区分別，事故シーケンスグ
ループ別の炉心損傷頻度
（新）全炉心損傷頻度並びに起因事象別，加速度区分別及び事故シーケンス
グループ別の炉心損傷頻度

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.8）

37条 付録1-別紙16-16

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別添3-3.1-3.1.1-17

「大飯発電所３／４号炉」欄の以下の脱字を修正しました。（下線部参照）
（旧）対象外としている。
（新）対象外としている。）

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別添3-3.1-3.1.1-19

「大飯発電所３／４号炉」欄の以下の脱字を修正しました。（下線部参照）
（旧） .手動停止
（新）d.手動停止

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別添3-3.1-3.1.1-29

「大飯発電所３／４号炉」欄の以下の誤記を修正しました。（下線部参照）
（旧）また、原子炉トリップに失敗する確率は
（新）また原子炉トリップに失敗する確率は

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別添3-3.1-3.1.1-50

「女川原子力発電所２号炉」欄の以下の数式の添え字位置を修正しました。
（旧）P um  = Σi (λ i×T i )

（新）P um  =

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別添3-3.1-3.1.1-66

「大飯発電所３／４号炉」欄の以下の誤記を修正しました。（下線部参照）
（旧）FA(CD):事象Aの発生が寄与して発生する炉心損傷頻度

（新）FA(CD):事象Aの発生が寄与して発生する炉心損傷頻度

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

(𝜆𝑖 × 𝑇𝑖)
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別添3-3.1-3.1.2-16

「女川原子力発電所２号炉」欄の以下の誤記を修正しました。（下線部参
照）
（旧）燃料に損傷
（新）燃料に破損

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別添3-3.1-3.1.2-17

「女川原子力発電所２号炉」欄の以下の脱字を修正しました。（下線部参
照）
（旧）影響が限定される
（新）影響が限定されている

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別添3-3.1-3.1.2-17

以下の脱字を修正しました。（下線部参照）
（旧）影響が限定される
（新）影響が限定されている

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.8） 3.1.2-9

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別添3-3.1-3.1.2-17

「女川原子力発電所２号炉」欄の以下の脱字を修正しました。（下線部参
照）
（旧）e
（新）e.

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別添3-3.1-3.1.2-17

「女川原子力発電所２号炉」欄の以下の脱字を修正しました。（下線部参
照）
（旧）本評価ではRHR運転中のLOCAは
（新）本評価では，RHR運転中のLOCAは

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別添3-3.1-3.1.2-20

「大飯発電所３／４号炉」欄の以下の記号を上付き書式に修正しました。
（下線部参照）
（旧）余熱除去機能喪失の発生頻度※

（新）余熱除去機能喪失の発生頻度※

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別添3-3.1-3.1.2-22

「大飯発電所３／４号炉」欄の以下の記号を上付き書式に修正しました。
（下線部参照）

（旧）1.0×10-10（／炉年）

（新）1.0×10-10（／炉年）

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別添3-3.1-3.1.2-25,26

「女川原子力発電所２号炉」欄の以下の文字を下付き書式に修正しました。
（下線部参照）
（旧）tM1，MI，QD，tM2，Mv，Hv
（新）tM1，MI，QD，tM2，Mv，Hv

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別添3-3.1-3.1.2-32

「女川原子力発電所２号炉」欄の以下の数字を上付き書式に修正しました。
（下線部参照）
（旧）外部電源復旧失敗確率 ＝ exp(-2.535t0.2)

（新）外部電源復旧失敗確率 ＝ exp(-2.535t0.2)

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別添3-3.1-3.1.2-89,91

「女川原子力発電所２号炉」欄に泊との比較のため第3.1.2.d-1図を再掲し
ていることを枠囲みで明記しました。
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.8） 3.2.1-4

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）地質調査結果に基づく断層及び
（新）地質調査結果に基づく断層並びに

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別添3-3.2-3.2.1-9

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7） 37条 付録1-別添3-3.2-3.2.1-33

「女川原子力発電所２号炉」欄の以下の式を追加しました。
・

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

𝐹 =
1

1
𝐹

+
1
𝐹

=
1

1
2.78

+
1

7.56

= 2.61
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-別添3-3.2-3.2.2-46

以下の誤記を修正しました。（下線部参照）
（旧）敷地及び原子炉建屋又は又は原子炉補助建屋
（新）敷地及び原子炉建屋又は原子炉補助建屋

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.8）

3.2.2-24

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7） 37条 付録1-別添4-4.1-4.1.1-2

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）独立に考慮すべき事故のタイプ及び１次冷却材圧力，炉心損傷時期
（新）独立に考慮すべき事故のタイプ及び１次冷却材圧力，並びに炉心損傷
時期

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.8） 4.1.1-2

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7） 37条 付録1-別添4-4.1-4.1.1-32

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）RCPシール部（シールLOCA発生）及び加圧器安全弁（閉失敗），補助
給水ポンプ起動信号失敗共通原因故障
（新）RCPシール部（シールLOCA発生），加圧器安全弁（閉失敗）及び補助
給水ポンプ起動信号失敗共通原因故障

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.8） 4.1.1-15

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-補足3.1.1.b-8-1

「女川原子力発電所２号炉」欄の資料タイトルの誤記を修正しました。（下
線部参照）
（旧）起因事象の発生頻度におけるEFの認定の妥当性について
（新）起因事象の発生頻度におけるEFの設定の妥当性について

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-補足3.1.1.b-8-2

「女川原子力発電所２号炉」欄の以下の誤記を修正しました。（下線部参
照）
（旧）S/R弁誤解放
（新）S/R弁誤開放

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

1/5 56



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-補足3.1.1.b-9-2

「女川原子力発電所２号炉」欄の以下の誤記を修正しました。（下線部参
照）
（旧）低圧設定配管
（新）低圧設計配管

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-補足3.1.1.b-9-3

「女川原子力発電所２号炉」欄の以下の誤記を修正しました。（下線部参
照）
（旧）文系等
（新）文献等

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-補足3.1.1.b-9-3

「女川原子力発電所２号炉」欄の以下の脱字を修正しました。（下線部参
照）
（旧）0.5／運転期間
（新）0.5件／運転期間

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

2/5 57



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-補足3.1.1.b-11-1

「女川原子力発電所２号炉」欄の以下の誤記を修正しました。（下線部参
照）
（旧）対応がとられており
（新）対応が取られており

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

3/5 58



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-補足3.1.1.b-14-3

「女川原子力発電所２号炉」欄の以下の誤記を修正しました。（下線部参
照）
（旧）各対象配管の弁の組合わせ
（新）各対象配管の弁の組合せ

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-補足3.1.1.b-14-15

「大飯発電所３／４号炉」欄の以下の数字を上付き書式に修正しました。
（下線部参照）
（旧）P3=2×(P(V4)2+P(V2)2×P(V5)+2×P(V2)×P(V4)×P(V5))

（新）P3=2×(P(V4)2+P(V2)2×P(V5)+2×P(V2)×P(V4)×P(V5))

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

4/5 59



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-補足3.1.1.c-3-1

「女川原子力発電所２号炉」欄の以下の脱字を修正しました。（下線部参
照）
（旧）非常用炉心冷却系
（新）非常用炉心冷却系等

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-補足3.1.1.c-3-2

「女川原子力発電所２号炉」欄の以下の誤字を修正しました。（下線部参
照）
（旧）余裕時間を指定
（新）余裕時間を設定

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

5/5 60



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.8） 補足3.2.1.a-3-3

以下の誤記を修正しました。（下線部参照）
（旧）設置本数及、
（新）設置本数、

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-補足3.2.1.a-3-4

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

1/3 61



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.8） 補足3.2.1.a-4-1

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）静的機器，動的機器及び電気品，建屋
（新）静的機器，動的機器及び電気品並びに建屋

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

37条 付録1-補足3.2.1.a-4-1

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

2/3 62



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.8） 補足3.2.1.a-7-2

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。
（旧）または
（新）又は

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

3/3 63



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7） 37条 付録1-補足3.1.2.b-1-4

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）通常運転時は制御棒位置及び１次冷却材平均温度，蒸気発生器熱出
力，軸方向出力偏差等
（新）通常運転時は制御棒位置，１次冷却材平均温度，蒸気発生器熱出力，
軸方向出力偏差等

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.8）

補足3.1.2.b-1-3

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

1/2 64



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.4）

37条 付録1-補足3.1.2.d-1-3

「相違理由」欄の以下の脱字を修正しました。（下線部参照）
（旧）第1.1.2.d-1(a)～(g)
（新）第1.1.2.d-1(a)～(g)図

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

2/2 65



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録２　原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価
（SAE9-9 r.10.0）

2/51

「比較結果等を取りまとめた資料」において，比較表の構成に関する説明書
きを追記した。

2-3）比較表の構成について
・本体（比較表p1/51～p51/51）は，原子炉格納容器の各部位の限界温度・
圧力に対する評価の概要であり，大飯３／４号炉－女川２号炉－泊３号炉の
３連比較表とした。
・補足説明資料（比較表p1/144～p144/144）は，原子炉格納容器の各部位の
限界温度・圧力に対する評価の詳細であり，PWRとBWRでは原子炉格納容器の
構造など設備が大きく異なるため，PWRとしての基準への適合性を網羅的に
比較する観点から，泊と同じPWR鋼製格納容器を有する伊方３号炉を加え
た，大飯３／４号炉－伊方３号炉－泊３号炉の３連比較表とした。ただし，
BWRの審査実績も踏まえ，記載の充実化を図った。
・参考資料（比較表p参-目-1～p参-21-2）のうち参考資料１～４は，PWR固
有の資料のため大飯３／４号炉－伊方３号炉－泊３号炉の３連比較表とし
た。また，参考資料５～２１は，従来BWR固有の資料のため，女川２号炉－
泊３号炉の２連比較表とした。

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録２　原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価
（SAE9-9 r.10.0）

参-目-1～参-4-8

本文及び相違理由欄について，インデントの適正化を行った。 体裁のみの変更。

有効性評価 付録２ 原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価

1/1 66



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.2.0）

資料全般

以下の通り用語を統一しました。
（旧）1次系
（新）1次冷却系

2

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.2.0）

資料全般

以下の通り用語を統一しました。
（旧）2次系
（新）2次冷却系

3

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.2.0）

資料全般

以下の通り用語を統一しました。
（旧）1次系圧力
（新）1次冷却材圧力

4

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.2.0）

資料全般

以下の通り用語を統一しました。
（旧）エネルギ
（新）エネルギー

5

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.2.0）

資料全般

以下の通り用語を統一しました。
（旧）関わらず/係わらず
（新）かかわらず

6

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.2.0）

資料全般

以下の通り用語を統一しました。
（旧）もしくは
（新）若しくは

7

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.2.0）

資料全般

以下の通り用語を統一しました。
（旧）更に
（新）さらに

有効性評価 付録３ 重大事故等対策の有効性評価に係るシビアアクシデント解析コードについて

1/5 67



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

8

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.2.0）

資料全般

以下の通り用語を統一しました。
（旧）もとに
（新）基に

9

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.2.0）

資料全般

以下の通り用語を統一しました。
（旧）電気式水素燃焼装置
（新）格納容器水素イグナイタ

10

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.2.0）

資料全般

以下の通り用語を統一しました。
（旧）静的触媒式水素再結合装置
（新）原子炉格納容器内水素処理装置

11

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.2.0）

資料全般

以下の通り用語を統一しました。
（旧）代替スプレイ
（新）代替格納容器スプレイ

12

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111-9 r.2.0）

MAAP-105

図を適正化しました。

13

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111-9 r.2.0）

MCCI-1

目次を適正化しました。

14

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111-9 r.2.0）

MCCI-16

記載している文字が一部緑色であった所を修正しました。

15

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.2.0）

3.3-16

以下の通り化合物の表記を適正化しました。
（旧）Al2O3,SiO2
（新）Al2O3,SiO2
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16

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111-9 r.2.0）

MCCI-18

同上

17

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111-9 r.2.0）

MCCI-18，19、78，79

泊欄の記載に合わせて、女川欄のBETA試験の記載を入れ替えました。

18

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料

19

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.3.0）

資料全般

コード名称の表記を全角から半角に修正しました。
以下は例。
（旧）ＭＡＡＰ
（新）MAAP

20

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111-9 r.3.0）

資料全般

同上

21

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.3.0）

資料全般

読点（、）をカンマ（，）に修正しました。

22

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111-9 r.3.0）

資料全般

同上

23

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.3.0）

4-100ページ

4.8.1のタイトルを修正しました。
（旧）4.8.1　区画内・区画間の流動
（新）4.8.1　区画間・区画内の流動

以上，6/30一括提出時の適正化内容を示す。以降は，一括提出後の適正化内容を示す。
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24

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.3.0）

資料全般

区画間・区画内の流動について、記載を整理しました。

25

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111-9 r.3.0）

資料全般

同上

26

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.3.0）

4-78ページ

図4-32及び図4-33のグラフの横軸のタイトルを修正しました。
（旧）水素濃度(Vol%)
（新）水素濃度(vol％)

27

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.3.0）

第3部添付1，2，3

以下の通り用語を統一しました。
（旧）連続相
（新）連続層

28

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111-9 r.3.0）

第3部添付1，2，3

同上

29

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.3.0）

5-23ページ

「6.参考文献」[2]について，文献のタイトルの末尾に記載している”の向
きが誤っていたため修正しました。
（“を”に修正）

30

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111-9 r.3.0）

MAAP追加事項

MAAＰ本体と重複する内容は削除し、新知見に関する比較のみを記載した資
料としました。それに伴い、資料タイトルを「MAAP追加事項」から、「MAAP
新知見への対応」へ変更しました。

31

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111-9 r.3.0）

MAAP,DCH,FCI、MCCI

新規で追加した部分に対し、下線で強調いたしました。それに合わせて、新
規で追加した旨を記載していた各比較表の目次の相違理由を削除しました。
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32

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111 r.3.0）

第1部M-RELAP5　1-167，168

以下の通り用語を統一しました。
（旧）CCTF
（新）CCTF実験

33

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等
（SAT111-9 r.3.0）

第1部M-RELAP5　1-177

TPTF実験とECCS再循環機能喪失は流動状況が概ね同じであることがわかるよ
う、下線部の通り記載を充実化しました。
（新）。これは，再循環切替失敗前後の高温側配管において想定される流動
状況を概ね網羅している。また，TPTF実験と解析の質量流束，クオリティ及
び想定される流動状況（水平層状流又は遷移流）は概ね一致している。
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録４　原子炉格納容器からの漏えいに関するエアロ
ゾル粒子の捕集効果の設定について（SAE10 r.5.0） 資料全般

図表番号を適正化しました。

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録４　原子炉格納容器からの漏えいに関するエアロ
ゾル粒子の捕集効果の設定について（SAE10-9 r.5.0）

資料全般

同上

有効性評価 付録４ 原子炉格納容器からの漏えいに関するエアロゾル粒子の捕集効果の設定について
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